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図書館における

業務効率向上のご提案
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□ 夜間時など少人数時の問題

受付けからの呼び出しに気が付かないé
静かな場所なので音が出るのもいや。

対応に遅れることもあるな・・・

入口の呼び出しと受付けの呼び出しが
一緒で優先順位がつけられないé
少ない職員で対応しているため

効率よく動きたいé

利用者が受付けで待っていないか
気にしながらの作業は大変é
遠くまで作業しにいけないé

館内が広いため、行ったり来たりの移動も大変é
どこからの呼び出しかわからないため、各箇所を探すか、

受付けまで行って確認するか、大変だなé

困ったなあé
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□ 課題解決策と提案のコンセプト

課題解決策

①シルウォッチを導入することで、職員を静かに強い振動で直接時計の画面に
メッセージで伝わるようになり、どこにいても確認できるようになる。
②職員からの呼び出しと利用者からの呼び出しの区別ができるようになり、
優先順位がつけられ、少人数時での業務効率の向上が図れる。

コンセプト
特に夜間時など少人数での業務中の職員の業務効率に繋がる。

メリット 腕時計型なので、ＰＨＳと違い作業の邪魔にならない（落とすこともない）

Copyright 2017 TokyoShinyu CO.Ltd．



□ シルウォッチ導入前
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フロア簡略図

受付け

呼ぶことができない
呼ぶことができない

受付けに利用者が数名一度に来てしまった時など、他の職員を呼び戻したくても、
他の階、本棚で隠れて呼び出せない（受付の様子がわからない）。

○ 職員が作業中で遠くにいると待ちぼうけになる

1F

地下
1F

入口
ゲートが開かなくて
困っているが
近くに

だれもいないé？

作業中の
職員

作業中の
職員



□ シルウォッチ導入後
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フロア簡略図

受付け

呼び出しができる
呼び出しができる

送信器を設置した各場所から職員の腕時計に受信。
他の階や離れた所で作業をしていても、振動と文字で静かにお知らせします。

○ 居場所がわからない職員を呼び出せる

1F

地下
1F

入口
呼び出しボタンで
徘徊中の職員が
呼べます。

作業中の
職員

作業中の
職員送信器

受信器
「入口呼出」

送信器

受
信
器

「
受
付
呼
出
」向

か
え
る

向かえる

♪

混む前に♪



□ 取付イメージ
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受付け

受信器 ＝ 職員が所持送信器 ＝ ☆呼出ししたい場所等

中継器 ＝ ★各階の階段近く棚の上など

1F

地下
1F

2F

入口

各階に中継器を置き、館内全体に電波がいきわたるようにし、
呼び出したいところに送信器を置く。



無線

①呼ぶ側（受付の人、利用者、入口来客など）が職
員を呼ぶ際に送信器のコールボタンを押す

②送信器が、受信器に信号を送信

送信器

③シルウォッチ受信器が受信。
光、振動、文字で情報を伝達
β音を出すこともできます。

各受信器

振動＋文字

光＋音or振動＋文字

□ システム構成図
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●利用者から直接職員へ伝達！

●受付職員から作業中の職員へ伝達！
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導入事例
（鶴見大学図書館の場合）

1F

送信器 ＝ ☆呼出ししたい場所等

中継器 ＝ ★各階の階段近く棚の上など

受付け

2F

B1F

B2F

各階に中継器を置き、
夜間や休日の職員人数が少ない時、
受付の職員から作業中バイトの呼び出し

ア
ン
テ
ナ

遠くで作業する際に持っていく



導入後ご感想
～鶴見大学図書館～

Â 図書館内が広く、遠くで作業しているバイトの学生の呼び出し
ができず困っていたのですが、図書館内は静かにしないと

いけない所なので音の出ない呼び出し装置を探していました。

シルウォッチは腕時計型で、どこにいても音でなく振動で

伝えてくれるものなので図書館等静かな場での呼び出しに

使えて便利です。

Â 土曜日夜間など利用者、職員が少ない時に使います。

カウンターには職員が１人しかいない為、カウンターに

利用者が並んだ時などに、作業している職員を呼び出すのに

使っています。



受信器：バイブレーションと文字表示（メッセージ）により送信者と送信内容を確認できます。

着信音はありませんので、周囲に迷惑をかけずに利用者だけが確認することができます。

通常は腕時計として使用できます。

Â 送信部：音、光、振動、接点信号などを感知して電波を送信します。

Â 通信距離：見通しで１７０ｍ前後（特定小電力仕様）。中継器の使用により、通信範囲を

必要に応じて広げられます。

Â 情報量：１つの受信器で受信できる情報量の制限はありません。送信器を増やした場合は、
どの送信器からの信号かを判別して表示します。

Â 形状：受信器＝腕時計型

Â 送信器＝サイズ：65mm×62mm×23mm  電源：固定時はＡＣアダプター、携帯時は

単４電池（２本）を使用

□ シルウォッチの概要（1）
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Â 現在お使いの警報機、センサー等と連動し、ユーザーが今までの受信部から離れていても
確実に情報をお届けできる情報受信端末として、また、広い場所での職員の呼び出し装置
としてもご利用いただけます。

Â ｢シルウォッチ｣は、ＮＨＫ教育テレビやテレビ東京、各新聞など多くのメディアで紹介

されました。

Â 平成13年度 東京都ベンチャー技術大賞奨励賞受賞。

Â 平成21年度 バリアフリー・ユニバーサルデザイン推進功労者表彰内閣総理大臣賞受賞。

□ シルウォッチの概要（2）
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送信情報10個まで登録できる操作ボックスをご利用になる場合
光、振動、文字表示により、リアルタイムの情報伝達が可能です。

必要な装置は以下の３種類です。

情報操作ボックス ＋ 送信器

複数のメッセージをあらかじめ登録でき、
ワンタッチで情報を送信。

情報操作ボックス 9Ｖ形乾電池１本使用。
（130×70×30ｍｍ 300ｇ）

送信器 単4電池2本使用。
（65×62×23ｍｍ 80ｇ）

腕時計タイプ
振動、文字で情報を伝達。

電波到達距離150ｍ以上。充電式。
（49×38×16ｍｍ 45ｇ）

ポケベルタイプ
光、音、振動、文字で情報を伝達。

電波到達距離200ｍ以上。単4電池1本使用。
（100×33×14ｍｍ 50ｇ）

各種受信器

表示例



株式会社 東京信友

営業部

〒160-0022 東京都新宿区新宿１－１４－５新宿KMビル

TEL ０３－３３５８－８０００

FAX      ０３－３３５８－６３３０

mail info@shinyu.co.jp

WEB www.shinyu.co.jp

Â 本システムにつきましてのお問い合わせは下記へお願いします。
詳しい資料をお送り致します。デモ器のお貸し出しも承りますので、

何とぞご検討いただき、ご用命賜りますよう宜しくお願い申し上げます。
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http://www.shinyu.co.jp/

